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恐竜は、鳥に姿を変えて今でも生きています。

この講演では、「恐竜がどうやって鳥に進化して

いったのか」についてお話しします。

研究成果を交えながら、CTスキャンで得られた

恐竜や鳥類の脳形態の比較、胃石からわかる

獣脚類恐竜における内臓の様子、化石から

さぐる翼の獲得とその役割といった話をし、

恐竜学の最前線をわかりやすく紹介します。

北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟
１階Ｗ１０３ （総合博物館の向かいの建物）

入場無料｜申込不要｜座席数２１２
※定員を超えますと、立ち見となることがございます

TEL:011-706-2658
http://www.museum.hokudai.ac.jp ポスター制作: M. Kawamura & T. Morimoto

お問い合わせ
北海道大学総合博物館

－脳、内臓、翼の進化－
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